
い
し
だ
え
ほ
ん

あ
ま
つ
ぶ
っ
こ
の

し
ず
く
ち
ゃ
ん

しずくちゃん
あまつぶっこ の

ぶん・え　あおき としえ

9784867110041　背幅 8ｍｍ（22・24・26Ｐ）　表紙　あおきとしえ　あまつぶっこのしずくちゃん

ウラ表紙 オモテ表紙

ISBN978-4-86711-004-1
C8771 ¥00000E

)YRHWGA+000007)

)WHDXFW+110041)



9784867110041

あ
お
き
と
し
え
　
あ
ま
つ
ぶ
っ
こ
の
し
ず
く
ち
ゃ
ん

1
あ
お
き
と
し
え
　
あ
ま
つ
ぶ
っ
こ
の
し
ず
く
ち
ゃ
ん

1

あるひ、はいいろの　くもが　そら　いっぱいに　ひろがり、

たびの　とちゅうの　あまつぶたちを　つれて　きました。

　　　

この　あまつぶの　なかに、しずくちゃんが　います。
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しずくちゃんは、おおきな　きの　

　　はっぱの　そばに　おちました。

しずくちゃんは、おおきな　きの　

　　はっぱの　そばに　おちました。

たくさんの　あまつぶが　おちて　いくのを　みていて

　　ふと、　おもいだした　ことが　あります。

　　　　それはね・・・

たくさんの　あまつぶが　おちて　いくのを　みていて

　　ふと、　おもいだした　ことが　あります。

　　　　それはね・・・
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ある　あめのひ、しずくちゃんが　ひとの　かたに　おちたとき、

　　「あめって　いやだわ。」　って、いわれたのです。

　そのとき　しずくちゃんは、

　　『わたしは　なにかの　やくに

　　　　　　　　たっているのかしら？』　

　　　　　

　　　　　　　　　　　と、おもったのです。

ある　あめのひ、しずくちゃんが　ひとの　かたに　おちたとき、

　　「あめって　いやだわ。」　って、いわれたのです。

　そのとき　しずくちゃんは、

　　『わたしは　なにかの　やくに

　　　　　　　　たっているのかしら？』　

　　　　　

　　　　　　　　　　　と、おもったのです。



9784867110041

あ
お
き
と
し
え
　
あ
ま
つ
ぶ
っ
こ
の
し
ず
く
ち
ゃ
ん

3
あ
お
き
と
し
え
　
あ
ま
つ
ぶ
っ
こ
の
し
ず
く
ち
ゃ
ん

3

ある　あめのひ、しずくちゃんが　ひとの　かたに　おちたとき、

　　「あめって　いやだわ。」　って、いわれたのです。

　そのとき　しずくちゃんは、

　　『わたしは　なにかの　やくに

　　　　　　　　たっているのかしら？』　

　　　　　

　　　　　　　　　　　と、おもったのです。

ある　あめのひ、しずくちゃんが　ひとの　かたに　おちたとき、

　　「あめって　いやだわ。」　って、いわれたのです。

　そのとき　しずくちゃんは、

　　『わたしは　なにかの　やくに

　　　　　　　　たっているのかしら？』　

　　　　　

　　　　　　　　　　　と、おもったのです。



9784867110041

あ
お
き
と
し
え
　
あ
ま
つ
ぶ
っ
こ
の
し
ず
く
ち
ゃ
ん

4
あ
お
き
と
し
え
　
あ
ま
つ
ぶ
っ
こ
の
し
ず
く
ち
ゃ
ん

4

しずくちゃんは、はっぱに　きいてみました。

　　「ねぇ　はっぱさん、わたしは　やくに　たっているの？」

　　　

　　　　すると　はっぱは、こたえました。

しずくちゃんは、はっぱに　きいてみました。

　　「ねぇ　はっぱさん、わたしは　やくに　たっているの？」

　　　

　　　　すると　はっぱは、こたえました。
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「このところ、おてんき　つづきで　わたしは　カラカラに　

　　かわいて　いたのよ。　くるしかったわ。　　でもね、

　　　しずくちゃんたちの　おかげで、げんきに　なったわ。」と、いいました。

　　　

　　　　　しずくちゃんは　めを　パチクリして　おどろき、

　　　　　　　　　　　　　　そして　とても　うれしくなりました。
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はっぱは　つづけて　いいました。

　「ほら　みて　あのこ。

　　あたらしい　ながぐつが　はけて　よろこんで　いるわよ。」

はっぱは、なんにちも　まえに　このこが　あたらしい

　　ながぐつを　かって　もらったのを　みていたのです。

　　　　　　　「ほんとだ。　あんなに　よろこんで　いるわ。」

はっぱは　つづけて　いいました。

　「ほら　みて　あのこ。
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「ほら、あのひとたちもよ。　ひとつの　かさに　はいって　うれしそうよ。」

　　　　

かさの　なかから、たのしそうな　わらいごえが　きこえてきます。

そして、そのかさも　あまつぶを　ポンポン　はじかせて　うれしそうです。

「あ、あの　おはなさん。　あんなに　のびをして、わたしたちを　みているわ。」

「ほら、あのひとたちもよ。　ひとつの　かさに　はいって　うれしそうよ。」

　　　　

かさの　なかから、たのしそうな　わらいごえが　きこえてきます。

そして、そのかさも　あまつぶを　ポンポン　はじかせて　うれしそうです。

「あ、あの　おはなさん。　あんなに　のびをして、わたしたちを　みているわ。」
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「そうよ、しずくちゃん。　

　　どんな　ものも　やくに　たっているのよ。

『こまったわ・・・　』　と、いわれる　ときも　あるけど、

　　『ありがとう』　と、いわれるときも　あることを、わすれないでね。」

「うん、わかったわ。　どうもありがとう　はっぱさん。

　　そろそろ　なかまの　あまつぶが　いなくなるわ、わたしも　いかなくちゃ。」

「そうよ、しずくちゃん。　

　　どんな　ものも　やくに　たっているのよ。

『こまったわ・・・　』　と、いわれる　ときも　あるけど、

　　『ありがとう』　と、いわれるときも　あることを、わすれないでね。」

「うん、わかったわ。　どうもありがとう　はっぱさん。

　　そろそろ　なかまの　あまつぶが　いなくなるわ、わたしも　いかなくちゃ。」

「しずくちゃん、また　きてね。

　　きてくれて　わたしたちは　とても　たすかったわ、ありがとう。」

　　

　　　「どういたしまして。　わたし、やくに　たっているのね。

　　　　　　　　　みんなの　げんきが　なくなったころ　また　くるわね。」

「しずくちゃん、また　きてね。

　　きてくれて　わたしたちは　とても　たすかったわ、ありがとう。」

　　

　　　「どういたしまして。　わたし、やくに　たっているのね。

　　　　　　　　　みんなの　げんきが　なくなったころ　また　くるわね。」
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しずくちゃんは、いきおいよく　ジャンプをして　

　　おおきく　てをふり　かぜに　のって、　また　たびに　でかけました。

しずくちゃんは、いきおいよく　ジャンプをして　

　　おおきく　てをふり　かぜに　のって、　また　たびに　でかけました。
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しずくちゃんは 　いく　さきざきで

たくさんの　ことを　みて　きいて、　まなんで　いきます。

さぁ、つぎは　どんな　あめの　ものがたりと　であうでしょう。

しずくちゃんは 　いく　さきざきで

たくさんの　ことを　みて　きいて、　まなんで　いきます。

さぁ、つぎは　どんな　あめの　ものがたりと　であうでしょう。
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